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世界遺産の知床国立公園
～自然と人との共存を求めて～
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【
概
要
】

　

１
９
６
４
年
６
月
１
日
に
指
定
さ
れ
た
。
面
積
は

３
万
８
６
３
６
㌶
。
自
然
景
観
と
野
生
動
物
、
自
然
体

験
を
目
当
て
に
、
斜
里
町
と
羅
臼
町
を
合
わ
せ
た
来
園

者
数
（
２
０
１
６
年
度
）
は
１
７
４
万
人
に
上
る
。
代

表
的
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
知
床
五
湖
に
32
万
人
、
ウ
ト
ロ

観
光
船
に
12
万
人
、
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
湯
の
滝
に
４
万

人
、
フ
レ
ペ
の
滝
に
４
万
人
、
羅
臼
観
光
船
に
２
万

人
、
知
床
連
山
に
６
千
人
、
羅
臼
湖
に
２
千
人
な
ど
が

訪
れ
て
い
る
。
情
報
提
供
施
設
と
し
て
、
知
床
自
然
セ

ン
タ
ー
、
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
、
羅
臼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
、
知
床
五
湖
フ
ィ
ー
ル
ド
ハ
ウ
ス
、
ル
サ
フ
ィ
ー

ル
ド
ハ
ウ
ス
が
あ
る
ほ
か
、
環
境
教
育
や
普
及
啓
発
、

野
生
生
物
の
保
護
管
理
・
調
査
研
究
な
ど
を
行
う
公
益

財
団
法
人
知
床
財
団
が
あ
る
。
半
島
中
央
に
標
高
千
㍍

を
越
え
る
山
脈
が
連
な
る
地
形
、
半
島
の
東
西
で
異
な

る
気
象
、
流
氷
が
接
岸
す
る
海
洋
な
ど
、
他
の
国
立
公

園
に
な
い
環
境
特
性
を
有
す
る
。
特
異
な
環
境
特
性
の

も
と
、
海
岸
か
ら
山
稜
ま
で
手
つ
か
ず
の
自
然
植
生
が

連
な
り
、
ヒ
グ
マ
を
は
じ
め
多
様
な
野
生
動
物
が
生
息

す
る
。

指
定
前
後
の
歩
み

知
床
半
島
で
は
、
約
８
千
年
前
か
ら
生

活
の
痕
跡
が
み
ら
れ
、
縄
文
文
化
や
オ
ホ
ー

ツ
ク
文
化
の
も
と
で
狩
猟
・
漁
労
・
採
集
が

行
わ
れ
て
き
た
。
18
世
紀
末
に
場
所
請
負
制

に
よ
る
漁
場
経
営
が
始
ま
り
、
明
治
以
降
に

昆
布
漁
や
硫
黄
採
掘
、
大
正
時
代
に
開
拓
者

入
植
な
ど
、
資
源
開
発
や
農
業
開
拓
が
行
わ

れ
て
き
た
。
１
９
６
０
年
前
後
、
斜
里
ウ
ト

ロ
間
の
道
路
開
通
（
58
年
）
、
知
床
林
道
着

工
（
62
年
） 

、
知
床
横
断
道
路
着
工
（
63

年
）
、
知
床
岬
に
観
光
ホ
テ
ル
建
設
の
動
き

な
ど
、
急
速
な
開
発
が
始
ま
っ
た
。
原
始
的

自
然
環
境
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
生
じ
た
こ

と
か
ら
、
知
床
半
島
の
学
術
調
査
（
53
年
）

に
よ
っ
て
原
始
性
の
高
い
自
然
の
価
値
を
認

識
し
て
い
た
国
立
公
園
審
議
会
は
、
地
元
か

ら
の
陳
情
や
要
請
を
経
ず
に
、
原
始
的
自
然

環
境
の
保
護
を
目
的
に
、
知
床
国
立
公
園
の

指
定
に
動
き
出
し
た
。

64
年
の
知
床
国
立
公
園
指
定
後
、
自
然

保
護
に
関
し
て
、
斜
里
町
自
然
保
護
条
例
制

定
（
72
年
） 

、
斜
里
・
羅
臼
両
町
に
よ
る

「
知
床
憲
章
」
制
定
（
74
年
）
、
遠
音
別
岳

原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
指
定
（
80
年
）
、

国
設
知
床
鳥
獣
保
護
区
指
定
（
82
年
）
が
相

次
い
で
行
わ
れ
た
。
一
方
で
、
「
知
床
旅

情
」
の
ヒ
ッ
ト
、
知
床
ブ
ー
ム
に
よ
る
観
光

客
増
加
（
71
年
）
、
知
床
横
断
道
路
開
通

（
80
年
）
に
よ
り
、
保
護
と
利
用
と
の
軋
轢

（
あ
つ
れ
き
）
が
潜
在
的
に
高
ま
っ
て
い

た
。
そ
の
矢
先
、
知
床
国
有
林
伐
採
問
題

（
87
年
）
が
起
こ
り
、
伐
採
反
対
の
世
論
の

高
ま
り
を
受
け
、
木
材
生
産
を
目
的
と
し
な

い
「
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
が
知
床
に
指

定
（
90
年
）
さ
れ
、
自
然
保
護
を
優
先
す
る

社
会
的
価
値
が
制
度
化
さ
れ
た
。

こ
れ
以
降
、
「
知
床
世
界
自
然
遺
産
候

補
地
管
理
計
画
」
の
策
定
（
２
０
０
４
年
） 

な
ど
、
保
全
管
理
の
実
効
性
が
担
保
さ
れ
、

開
発
は
影
を
潜
め
た
。
一
方
で
、
自
然
と

人
と
の
共
存
に
関
す
る
議
論
が
主
題
と
な

り
、
ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
問
題
に
対
応
す
る
た

め
「
ヒ
グ
マ
対
策
管
理
検
討
調
査
」
（
97

年
）
、
過
剰
利
用
や
不
適
切
利
用
・
誤
利
用

が
も
た
ら
す
問
題
に
対
処
す
る
た
め
「
五

湖
・
カ
ム
イ
ワ
ッ
カ
間
の
車
両
規
制
開
始
」

（
99
年
）
、
「
知
床
国
立
公
園
適
正
利
用
基

本
構
想
検
討
会
」
の
設
置
（
01
年
）
、
「
知

床
五
湖
利
用
調
整
地
区
利
用
適
正
化
計
画
」

の
策
定
（
11
年
）
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
世
界

遺
産
委
員
会
の
勧
告
（
12
年
）
で
は
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
と
し
て
、
自
然
価
値
の
保

護
、
良
質
な
体
験
の
提
供
、
地
域
経
済
の
発

展
の
促
進
が
求
め
ら
れ
た
。
13
年
に
「
知
床

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
、
戦

略
を
具
体
化
す
る
検
討
が
始
ま
る
と
と
も

に
、
10
年
以
上
に
及
ぶ
議
論
を
反
映
し
て

「
知
床
国
立
公
園
管
理
計
画
」
が
改
訂
（
13

年
）
さ
れ
た
。

自
然
と
人
の
共
存
は

事
例
か
ら
、
自
然
と
人
と
の
共
存
に
関

す
る
動
向
を
み
る

と
、
ま
ず
、
知
床

五
湖
で
は
11
年
以

前
、
五
湖
を
周
回

す
る
地
上
歩
道
で

ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇

が
急
増
し
、
人
身

事
故
を
回
避
す
る

た
め
歩
道
が
閉
鎖

さ
れ
、
探
勝
で
き

な
い
事
態
が
頻
繁

知床五湖　高架木道

フレペの滝附近の海蝕崖　オホーツク海
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ら
続
く
昆
布
漁
師
に
と
っ
て
生
計
の
場
と
い

う
歴
史
的
・
文
化
的
視
点
へ
の
配
慮
が
、
こ

れ
ま
で
の
議
論
で
不
足
し
て
い
る
こ
と
は
事

実
で
あ
る
。
原
生
的
自
然
環
境
の
保
護
と
原

生
的
な
自
然
体
験
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
先

端
部
で
人
が
自
然
と
織
り
な
し
た
歴
史
や
漁

労
文
化
を
、
ど
の
よ
う
に
取
り
込
ん
で
い
け

る
の
か
。
齟
齬
を
生
じ
な
い
解
決
策
の
考
案

に
あ
た
り
、
商
業
ツ
ア
ー
で
は
な
い
手
法
を

含
め
、
知
恵
、
技
術
だ
け
で
な
く
、
判
断
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
倫
理
観
な
ど
包
括
的
な

議
論
が
求
め
ら
れ
る
。

野
生
動
生
物
と
の
間
合
い

　

知
床
全
体
に
わ
た
る
点
と
し
て
、
欧
米
か

ら
の
利
用
者
の
増
加
が
顕
著
な
冬
季
の
野
鳥

観
察
、
国
後
水
道
で
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
の
野
生
動
物
と
の
接
触
に
着
目
し

た
い
。
そ
こ
で
は
、
餌
付
け
の
問
題
を
含

め
、
野
生
生
物
に
対
す
る“

間
合
い
・
振
る

舞
い”

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
ヒ

グ
マ
に
関
し
て
は
喫
緊
の
課
題
が
生
じ
て
い

る
。
例
え
ば
、
岩
尾
別
川
で
は
ヒ
グ
マ
を
写

真
撮
影
す
る
利
用
者
の
不
適
切
な
行
動
が
頻

発
し
、
ヒ
グ
マ
と
人
と
の
間
に
軋

轢
を
生
み
か
ね
な
い
。
か
つ
て
、

ヒ
グ
マ
に
利
用
者
が
不
用
意
に
人

の
食
べ
物
を
与
え
た
こ
と
が
原
因

で
、
人
の
食
べ
物
に
魅
せ
ら
れ
習

性
が
変
わ
り
、
人
間
社
会
へ
入
り

込
ん
だ
末
に
命
を
奪
わ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
事
態
が
あ
っ
た
。
野

生
動
物
の
習
性
を
変
え
る
よ
う
な

行
為
に
無
頓
着
な
利
用
者
が
増
え

れ
ば
、
ヒ
グ
マ
と
人
と
の
共
存
は

困
難
に
な
る
。
人
の
影
響
を
受
け

て
い
な
い
本
来
の
野
生
動
物
の
価

値
を
損
な
わ
な
い
た
め
に
、
利
用

者
が
ど
の
よ
う
な“

間
合
い
・
振

る
舞
い”

を
す
れ
ば
良
い
の
か
。

野
生
生
物
に
対
す
る
社
会
的
評
価
の
確
立

と
、
こ
れ
を
支
え
る
ル
ー
ル
の
定
着
化
が

急
が
れ
る
。

人
と
自
然
と
の
共
存
の
あ
り
よ
う
を
、
数

例
の
事
例
か
ら
見
て
き
た
が
、
望
ま
し
い
利

用
を
実
現
す
る
た
め
場
所
の
社
会
的
位
置
づ

け
と
ル
ー
ル
の
根
拠
を
明
確
に
し
た
上
で
改

善
を
図
り
つ
つ
あ
る
五
湖
、
位
置
づ
け
と
根

拠
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
先
端
部
、
社
会

的
評
価
と
ル
ー
ル
の
構
築
を
要
す
る
野
生
動

物
に
対
す
る
人
の“

間
合
い
・
振
る
舞
い”

、

課
題
解
決
の
局
面
・
様
相
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
21
世
紀
に
入
り
、「
持
続
的
利
用
」や「
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
機
能
」
が
国
際
的
に
重
視
さ

れ
た
こ
と
で
、
生
態
系
や
経
済
に
お
け
る
地

域
内
の
循
環
シ
ス
テ
ム
や
、
生
態
系
サ
ー
ビ

ス
機
能
の
強
化
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ

に
、
自
然
環
境
保
全
を
基
盤
と
し
た
知
床
特

有
の
自
然
体
験
を
提
供
す
る
と
い
う
、
知
床

な
ら
で
は
の
、
自
然
と
人
と
の
共
存
す
る
姿

を
明
示
し
、
社
会
的
評
価
を
確
立
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

知
床
の
不
易
流
行
を
考
え
る

自
然
と
人
と
の
共
存
の
仕
組
み
づ
く
り

は
、
不
断
の
営
み
の
積
み
重
ね
で
あ
り
、「
不

易
流
行
」を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。「
不
易
」

と
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
、
世
の
中
が
変
わ
っ

て
も
変
わ
る
こ
と
が
な
い
、
変
え
て
な
ら
な

い
も
の
、「
流
行
」
と
は
世
の
中
の
変
化
に

従
っ
て
変
わ
る
、
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
を
表
す
。
森
羅
万
象
は
刻
々
変

化
し「
流
行
」す
る
。
知
床
の
先
人
達
は「
不

易
」即
ち「
不
変
と
す
べ
き
も
の
」に
対
し
、

働
き
か
け
る
こ
と
で
守
っ
て
き
た
。「
不
易
」

を
基
礎
と
し
、「
流
行
」
の
方
向
性
と
変
化

を
検
証
す
る
過
程
で
、
新
た
な
知
恵
・
技
術
・

倫
理
観
を
獲
得
す
る
中
か
ら
「
不
易
」
を
確

か
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
、
知
床
な
ら
で
は

の
自
然
と
人
と
の
共
存
の
途
の
行
方
を
示
す

の
で
は
な
い
か
。

に
生
じ
て
い
た
。
ま
た
、
特
定
の
時
期
や
時

間
帯
に
利
用
者
が
集
中
し
、
静
寂
な
利
用
環

境
が
損
な
わ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
展
望
地

な
ど
で
植
生
の
踏
み
荒
ら
し
が
発
生
し
、
ヒ

グ
マ
を
誘
引
し
か
ね
な
い
、
食
べ
歩
き
が
行

わ
れ
る
な
ど
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
「
知
床

五
湖
利
用
調
整
地
区
利
用
適
正
化
計
画
」

（
11
年
）
で
は
、
利
用
に
よ
る
自
然
植
生
や

ヒ
グ
マ
な
ど
の
野
生
動
物
へ
の
影
響
を
最
小

限
と
し
、
利
用
者
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
自
然
体
験

の
機
会
を
選
択
で
き
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ

た
。
改
善
策
と
し
て
、
知
床
五
湖
フ
ィ
ー
ル

ド
ハ
ウ
ス
を
拠
点
と
し
て
五
湖
を
周
回
す
る

地
上
歩
道
利
用
に
対
し
、
利
用
者
数
の
上
限

を
設
定
し
、
事
前
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
受
講
や

ヒ
グ
マ
の
活
動
期
に
専
門
の
引
率
者
に
よ
る

ガ
イ
ド
同
伴
を
義
務
付
け
、
よ
り
質
の
高
い

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
原
生
的
な
自
然
を
体

験
で
き
る
空
間
と
し
た
。
同
時
に
、
ヒ
グ
マ

と
利
用
者
を
立
体
的
に
隔
離
す
る
高
架
木
道

の
設
置
に
よ
り
、
安
全
に
利
用
が
行
え
る
空

間
を
創
出
し
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の

幅
を
広
げ
た
。
整
備
以
後
、
ヒ
グ
マ
出
没
に

伴
っ
て
地
上
遊
歩
道
が
閉
鎖
さ
れ
る
日
は
大

幅
に
減
少
し
、
自
然
環
境
へ
の
負
荷
や
利
用

集
中
に
伴
う
雑
踏
、
不
適
切
な
マ
ナ
ー
も
解

消
傾
向
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ヒ
グ
マ
が

多
く
出
没
す
る
時
期
に
お
け
る
地
上
歩
道
の

利
用
者
数
が
11
年
時
の
６
５
０
０
人
か
ら
16

年
に
１
万
４
８
０
０
人
へ
増
加
し
、
利
用
者

の
満
足
度
も
高
く
、
五
湖
の
価
値
を
高
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
先
端
部
は
、
一
部
の
番
屋
を
例

外
と
し
て
、
利
用
の
痕
跡
に
出
会
わ
な
い
場

所
で
あ
り
、
自
然
環
境
保
護
や
、
静
寂
か
つ

原
始
的
体
験
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
他
の
利

用
者
へ
の
配
慮
、
自
己
責
任
に
よ
る
利
用
、

こ
れ
ら
を
担
保
す
る
た
め
に
動
力
船
に
よ
る

上
陸
禁
止
が
基
本
原
則
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は

開
拓
や
道
路
開
発
と
保
護
制
度
と
の
軋
轢
の

中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
が
原
生
環
境
保

護
や
原
生
的
な
自
然
体
験
の
保
全
を
選
択
し

た
見
識
の
現
れ
で
あ
る
。
最
近
、
先
端
部
で

営
ま
れ
て
い
た
漁
業
と
自
然
と
の
共
生
の
歴

史
を
体
現
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
た
エ
コ
ツ

ア
ー
が
地
元
か
ら
提
案
さ
れ
た
。
船
外
機
船

を
活
用
し
、
漁
業
の
伝
承
と
環
境
保
全
に
細

心
の
注
意
を
払
う
た
め
に
ガ
イ
ド
付
き
を
前

提
と
し
、
上
陸
場
所
、
ツ
ア
ー
参
加
人
数
、

回
数
、
行
動
範
囲
な
ど
を
制
限
し
、
実
施
期

間
を
コ
ン
ブ
漁
期
と
す
る
内
容
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
動
力
船
に
よ
る
上
陸
は
、
徒

歩
利
用
を
前
提
と
し
た
、
先
端
部
の
位
置
づ

け
と
齟
齬
（
そ
ご
）
を
生
じ
て
い
る
。
先
住

民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
の
生
活
の
場
、
明
治
か

国後水道でのクジラとの遭遇

カムイワッカ湯の滝

宇登呂港から見る知床連山と遊覧船
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